
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目

試

愛知

 

１ 

  

２ 

  

３ 

  

４ 

  

５ 

  

６ 

  

７ 

  

平成

 

S

のこ

（マ

S

依

対処

SMARP

プ

グル

行動

グル

ま

再使

プロ

 

愛知県精

目的とした

平成２７

試行的に使

知県依存

日時 

毎週水曜日

会場 

愛知県精神

主催 

愛知県精神

対象者 

県内の居住

内容 

認知行動療

関係協力機

名古屋ダル

参加費 

無料 

２７年度 

MARPP と

ことで、米国

マトリックス

MARPP は

依存症の正し

処スキルを集

PP（スマー

プログラムは

ループで行い

動や考え方を

ループで取組

まず、グルー

使用のきっか

グラムの概

精神保健福祉

た、依存症当

年１月から

使用し、平成

存症当事

日 午後 2 時

神保健福祉セ

神保健福祉セ

住者 

療法を取り入

機関 

ルク・三河ダ

事業内容

は、「せりが

国の覚せい剤

スモデル）を

、認知行動療

しい知識や薬

集団で学ぶも

ープ）とは？

は依存症当事

います。ワー

を振りかえっ

組み学びを深

ープへの参加

かけとなる事

概要 

祉センター

当事者回復

らは SMAR

成２７年度

者回復支

時から 3 時半

センター（愛

センター 

入れたワーク

ダルク等 

容 

がや覚せい剤

依存症外来治

参考に開発

療法を取り入

薬物の再使用の

のです。 

？ 

事者、回復者

クブックを読

たり、参加者

深めます。 

を継続する

事柄から離れ

ーでは、薬物

復支援事業を

RPP や回復

度から本格的

支援事業

半まで （祝

知県東大手庁

ブックを使用

剤依存再発防

治療プログラ

されました。

入れた内容の

の引き金は何

（ダルク等職

読み合わせ、

者同士で意見

ことを大切に

る具体的な方

 

 

 

物やアルコ

を平成２６

復プログラ

的に実施し

業 

祝日および年

庁舎８階） 

用し、集団で

防止プログラ

ラム Matrix

。 

のワークブッ

何か、それに

職員）、スー

、今までの自

見を出し合っ

にし、話しや

方法を探りま

コール、ギャ

６年５月より

ラムを先行実

します。 

年末年始は休

で行うプログ

ム」 

x Model 

ックを活用し

にどう対処す

ーパーバイザ

自分自身の 

ったりするな

やすい雰囲気

ます。 

＜目次（抜
○ なぜアル
○ 引き金と
○ あなたの
○ あなたの
○ 再発を防
○ マリフ
○ 強くなる

ャンブルの

り試行的に

実施してい

休み） 

グラムです 

し、 

するのか等の

Serigaya

Metham

A － 

Relapse

Prevent

Program

ザー（医師等

など、 

気の中で 

抜粋）＞ 
ルコールや薬物
と欲求 
の周りにある引
の中にある引き
防ぐには 
ァナ・危険ドラ
るより賢くなろ

スーパーバ

の依存で問題

に実施してい

いる他の精神

の再使用防止

a（手法を開発し

mphetamine（

 

e（逆戻り） 

tion （予防）

m（プログラム）

の助言者）等

物を止めなきゃい

引き金について
き金について 

ラッグ・ギャンブ
ろう 

バイザー 

題を抱える

います。

神保健福祉

止のための具

した横浜市の病

覚醒剤） 

） 

等が参加した

いけないの 

ブル・処方薬につ

 

 

 

 

 

 

 

 

る当事者の方

祉センターの

具体的な

病院名）

た 

ついて 

参加者 

＜概略図

方を対象に

のワークブ

＜用語

※Mat

  ア

を使

※認知

  う

や受

する

※ダル

  薬

者が

図＞ 

に、断薬や断

ブックをもと

スーパ

語説明＞ 

trix Model

アメリカで開

使用する。特徴

知行動療法 

うつ病や不安

受け取り方（

る治療方法。

ルク（DARC

薬物依存症か

が研修等を受

断酒に向け

とに作成し

家族 

パーバイザー

保健所 

参

相談

相談・助

（マトリック

発された薬物

徴としては、

障害などの治

認知）に働き

 

C） 

らの回復と社

け、スタッフ

けて自分か

した愛知県版

 

参加者がつな

助言

談・助言 

助言 

クスモデル） 

物依存症外来

直面化を避

治療に使われ

きかけて行動

社会復帰支援

フとして支援

らやめたい

版ワークブ

愛

当事

病院・診

ダ

ながる 

言 

来治療プログラ

避け、否認と戦

れる心理療法の

動の癖に気づき

援を目的とした

援にあたってい

いという気

ブック「AI

愛知県精神保

回復支援

事者 

診療所等 

ダルク 

ダル
（回復

相談

受診

ラム。認知行

戦わず、あた

の一つ。カウ

き、気持ちを

た民間のリハ

いる。 

持ちを高め

MARPP

保健福祉セン

援プログラム

ルク職員がス
復後のイメー

談・参加 

診 

行動療法を取

たたかい雰囲

ウンセリング

を楽にしたり

ハビリ施設。

めていくこ

あいまーぷ

ンター 

ム 

刑務所

保護観察

タッフとし
ジモデル、経験

取り入れた専門

気の中で実施

グなどを通じて

、行動をコン

主に、薬物依

働

相

助

参

資料

とを 

ぷ」を 

所 

察所 

て参加
経験者からの学

門のワークブ

施すること。

て、ものの考

ントロールし

依存症からの

働きかけ・指

相談・助言

助言 
参加による影

５ 

び）

ブック

 

考え方

したり

の回復

指導 

影響 


